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平成 22年度まちづくり懇談会会議録【町部地区】 

 

日 時  平成 22 年７月 28 日 19：00～20:55 

会 場  町部地区センター 

参加者  44 人 

 

※ 市長・病院長から「みんなで進める安全・安心なまちづくり」と題した説明のあと、 

参加者の皆さまとの懇談（質疑応答）に入りました。 

 

(1)病院や地域医療に関すること 

 

※事前にいただいた質問はありませんでした。 

 

※会場からのご意見・ご質問 

 

●堀之内 男性： 

菊川病院に対して、２点要望を申し上げる。 

（ご親族が救急搬送された状況、入院時の状況を説明された後、） 

１点目：看護師の付添い人に対する説明がなっていない。親切な看護師もい

るが、ひとりの看護師のために菊川病院全体の信頼を失うことになる。看護師

に対する教育はどうなっているのか。 

（ご本人が泌尿器科を受診されている状況を説明された後、） 

２点目：診察費の支払に際して、病院側で請求に漏れがあり、私が自ら申告

したところ、「都合のいいときに支払いに来てほしい」と言われた。これでは、

正直者がバカを見た感じがする。また、注射代も年によって、なぜ金額が変わ

るのか。 

 

○病院副院長： 

 病院に対するご指摘ありがとうございます。 

１点目の看護師の教育に関しましては、今、看護部長が重点的に研修を行っ

ています。初期研修・中堅研修・主任クラスに分けて研修を実施しています。

当然マナーや接遇に対しても研修を行っておりますが、個人的な言い方も問題

もあったかと思います。申し訳ありません。今後さらに計画的に研修を実施す

るなかで改善していきたいと考えております。また、病院には医療安全室とい

う部署がありまして、不愉快な思いをされた場合には、ここにご連絡をいただ

ければ、中立的に問題点、改善すべき点などを検証するようにいたします。接
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遇や話し方の問題も含めまして、考え直していきたいと思います。 

２点目につきましても、今後厳しく対応してまいりたいと思います。それか

ら、注射の額につきましては、病院で決めているものではなく、国で「今年は

いくらですよ」と決めているものもあります。また、薬自体に付随する部分で

価格が変わることもあります。実際この４月に診療報酬が変わったことにもよ

ることもあると考えられます。 

 

○病院総務課長： 

 薬価は偶数年の２年に１度改訂され、ほとんどの薬剤は、価格が下がるもの

と思います。 

 

●五丁目 男性： 

 今話しを伺った病院の考え方は、何も反対するものではありません。ただし、

これにもお金が掛かる話しですので、これは後で申し上げます。 

 私が提案したいのは、長いスパンで考えて、菊川市が今のような状態になっ

て、これから菊川のまちをどうやって興していくかを考えてみると、いずれに

しろ「飯の種」を生み出さなければならない。そのために何をやらなければな

らないかを考えても、なかなか浮かばない。大きな弱いところは、区画整理で

駅前の中心部の人口があまりにも減ってしまって、購買力が低くなってしまっ

た。商業の人たちの商売が成り立たない。英語で言う「タウン」が昔はあった。

活力があった。今は「ビレッジ」になってしまった。まちづくりをするための

グランドデザインを書くための計画が必要。とにかく人を集めなくてはいけな

い。集合住宅を作って、高い階層の住宅を作って、たくさんの人が住めるよう

にすることが第一のキーである。そこに住む人たちが、ＪＲを使って浜松、静

岡まで通ってもらう。豊田町や天竜川の駅前もそうやって人が増えてきた。そ

ういう提案をしたい。 

 

○病院副院長： 

 家庭医養成プロジェクトにおいても、人を集めることは重要です。そのため

の施策の一つとして、このプロジェクトも位置づけられ、研修医の先生方も集

まってくればいい。このプロジェクトは、国や県が認めてくれているもので、「地

域医療再生計画」に入っています。実際、お金が掛かる事業であるが、国や県

が補助金を出してくれていることと、太田市長もお金や人材を出してくれてい

ます。市がバックアップしてくれている。それも人が集める一つの手立てであ

ると考えています。ありがとうございます。 

 



 - 3 - 

 

(2)まちづくり全般に関する意見交換 

 

※ 地区自治会からのご意見・ご質問 

 

●西通り自治会より：駅前トイレの完成時期は 

10 月の祭典までに間に合わせていただければ非常にありがたいと思います。 

（祭典時トイレの数が足りないため） 

 

○市役所からのお答え 

 現在整備しております駅前トイレにつきましては、10月29日までの工期で工

事を進めております。できるだけ早期完成に努力はしますが、祭典時の使用は

少し厳しいかと思いますのでご理解願いたいと思います。また、完成後は広く

皆様に使っていただきたいと思いますのでよろしくお願い致します。 

 

●西通り自治会より：牧之原農業用水事務所跡地の利用について 

牧之原農業用水事務所の跡地の利用は可能でしょうか。西通りを含む町部自

治会の防災訓練、非常時の避難場所、地区のスポーツ行事等に利用させていた

だければ誠にありがたいと思います。宜しくお願いします。 

 

○市役所からのお答え 

牧之原畑総の事務所跡地につきましては、現在普通財産として財政課で管理

をしております。長期間にわたるものや、形状を変更するもではない一時的な

使用につきましては、申請書を提出していただいて許可をしておりますので、

お使いいただければと思います。しかし、建物を取り除いただけで、グランド

として整備をしたものではありませんので、使用する際にはご注意いただきた

いと共に、現地をご確認し、開催しようとする行事に使用できるかご判断をし

ていただいたうえで、申請をしていただくようお願いいたします。 

 

●２・３・４丁目自治会より：仮設住宅の今後の再利用について 

集会所として借りている町内（２丁目・３丁目・４丁目など）があるが、今

後も利用させていただきたいが、市の考えはどうか聞かせていただきたい。 

 

○市役所からのお答え 

 仮設住宅の今後の再利用ということで、集会所として今後も利用させていた

だきたいということについてですが、この仮設住宅は駅南土地区画整理事業の
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建物移転に伴う仮設住宅として建設し使用しているものであり、基本的には区

画整理事業完了と共に解体するものではありますが、今現在も自治会で公会堂

として使用していますし、昨年の６月にも地元自治会から要望書が出されてお

りますので、現状ではコミュニティ施設用地の具体的な活用方法も決まってい

ないため、当面の間は公会堂として利用していただいて構いません。 

 

●柳町自治会より：自主坊資機材整備費補助金について 

自主防資機材整備補助金の対象となる「情報伝達用具類」について現在は「電

池メガホン･･･等」とされており、アンプ・マイク・スピーカーが対象とされて

いない。しかし、当（柳町)自治会(防災会）の 400 を越す世帯、約１，０００

人が避難場所である公園に集合した場合には、「電池メガホン」では情報の伝達

は不可能であることから、アンプ、マイク(含ワイヤレス）等も対象としていた

だきたい。 

 

○市役所からのお答え 

 本市では、自主防災組織育成補助金として自主防災会の育成を図るため、防

災資機材の整備を進める自主防災会に対し、補助金を交付しております。 

 今回のアンプやマイク等を当該補助金の対象資機材としていただきたいとい

うご要望ですが、この補助金の対象となる防災資機材は、当該補助金交付要綱

に定められたものが対象となっており、情報伝達用資機材については、災害時

に必要となり、持ち運びが容易にできる、最低限の資機材を考えており、電池

メガホンを補助金の対象とさせていただいております。 

当補助金の趣旨をご理解いただき今後も各自主防災会におかれましては、地

域の実情に合わせた計画的な整備を検討していただきたいと思います。 

 

●柳町自治会より再質問 

 自治会内の人数が多いため、メガホンでは情報伝達しきれない場合もある。

次年度はぜひ検討していただきたい。 

 

○市役所からのお答え 

 メガホンのなかには、400ｍほどの到達距離のものもありますので、一度そち

らもご検討いただきたいと思います。 

 

 

※会場からのご意見・ご質問 
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●堀之内 男性： 

昨年のまちづくり懇談会でも質問したが、菊川駅に北口を作ることについて、

「市の長期ビジョンの中にありませんか？」と質問したところ、「ありません」

と答えられた。浜松から静岡まで、駅の南北口がないのは、菊川と金谷だけ。

10年先を想定して、市ではどう考えているのか。 

 

○企画政策課長： 

橋上駅実現への想いは市も同じであると考えます。現実として、見込まれる

事業費が 30億円余掛かるというなかで、すぐに長期計画に入れるというのは難
しいものと思います。予算があって行政ができるもの。 
 

●五丁目 男性： 

 やはり計画に入れるべきだと思います。市長がアドバルーンを上げてほしい。 

 

●青葉台 男性： 

 市長には「駅北も駅南も発展してほしい」ということを言ってほしい。 

 

○市長： 

 本日のテーマである「安全・安心なまちづくり」について話しをさせてもら

った。これからも「住んでよかった、住みたくなるまちづくり」を進めていき

たい。 

 

●堀之内 男性： 

 市の将来ビジョンに橋上駅を載せるべきだと思う。26 年前にも橋上駅化の話

があって、ＪＲと協議に入るとの話しを聞いた。 

 

○市長： 

 ただ今の話は昨年も伺いました。駅北開発については、菊川町の時代にアン

ケートと取り、まず何をすべきかを聞いて、「ＪＲアンダー工事」を行った。こ

れが開通すれば、駅北も開発が進むものと考えます。旭テックさんも１万坪を

売却して、新たな開発・展開がされる。駅北地域に関して、ビジョンを描いて

いく必要は感じています。 

 菊川のことを想っているのは、ただ今ご意見をいただいた方と同じ想いです。

これからもよろしくお願いしたいと思います。 

 

閉会（20:55） 


